
石川県宝達志水町 〈冠動脈疾患予防モデル事業の取り組み ～アステラスカレッジ（健康支援教室）～ 〉 

〈予防モデル事業の目的〉 

石川県では虚血性心疾患の受療率が高いことから、その予防を効果的に進め

るために、基本健康診査事後指導の体制整備事業として、平成１６年度からメ

タボッリクシンドロ－ムの視点に加えた保健指導のあり方を検討し、｢冠動脈

予防の手引き｣を作成すると共に、基本健康診査に関わる医師や保健師等に普

及啓発を行った。 

そして、平成１７年度に宝達志水町を含む県内の２つの地区(市町)がこの手

引きを活用したメタボッリクシンドロームの指導をモデル的に実施し、管轄す

る県保健福祉センタ－はその支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

〈予防モデル事業の概要〉 

【宝達志水町の概要】 

□H17.4現在の人口16,010人  

40～64歳5,459人(34.1％) 65歳以上3,995人（25.0%）    

□老人保健法に基づく健康診査(40～64歳)受診率 

男性47％（H16年度県平均37.3%） 女性51％（H16年度県平均44.1%） 

【健診受診者におけるメタボリックシンドローム該当者（H17年度）】 

 □40～64歳における該当者の割合  男性 19.5％ 女性  8.6％  

【健康支援の流れ】 

 □メタボリックシンドローム該当者の選定（H17.7～10） 

 □アステラスカレッジ(健康支援教室)の案内通知 (H17.11） 

 □アステラスカレッジプログラム（表1-1）の実施（H17.12～H18.2） 

表 1 - 1 　 ア ス テ ラ ス カ レ ッ ジ の プ ロ グ ラ ム プ ロ グ ラ ム 夜 間 お よ び 日 曜 日

プ ロ グ ラ ム 毎 週 水 曜 日 の 日 中

全 カ リ キ ュ ラ ム （ ２ ０ 単 位 ） プ ロ グ ラ ム 通 信 で

必 須 単 位

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

は じ め の
健 康

チ ェ ッ ク

初 回 面 接
医 師 ･

栄 養 士
･ 保 健 師

ウ ｫ ｰ キ ン グ
写 真 撮 影
結 果 発 表

ウ ｫ ｰ キ ン グ
1 2 月 中

栄 養 講 座
油 ・ 脂 ・
果 物 ・

お や つ ・
ジ ュ ー ス

ヘ ル シ ー
バ イ キ ン グ

栄 養 講 座
野 菜 ・ 酒

保 健 師
と 面 接

（ ２ 回 目 ）

新 春
シ ェ イ プ

ボ ク シ ン グ

犬 ( 年 ) に
あ や か る

お 年 玉

1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0

新 春 ６ ０ 分
ウ ｫ ｰ キ ン グ

ウ ｫ ｰ キ ン グ
1 月 中
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お す す め の １ ０ 単 位 　 → 　 こ れ を 参 考 に 、 都 合 の よ い 曜 日 と 時 間 帯 の プ ロ グ ラ ム を 選 ん で い た だ き ま し た 。
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